
囲碁将棋クラブ
19：00～

公民館主催事業にご参加下さい TEL.0858-28-2155

色紙に書こう会
9：30～

3B書道教室
18：30～

3Ｂ体操
13：30～

版画教室
19：00～

なごもう会
13：00～

しゃぼん玉会
19：30～

公民館主催事業

すみれ会
13：30～

コールやしろ
9：50～

行事予定 サンプラー会
20：00～

HP http://社公民館.com　Email koyasiro@ncn-k.net
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社公民館報

　～足つぼマッサージで元気にな
ろう！～日頃じっくり観察する事
のない足裏を観察・マッサージし
ながら自分の健康状態も自問自答
しながら楽しいまた、ちょっと痛
い時間を体験しましょう！
☆期　日　8月 29日（水）

☆時　間　10時～
☆場　所　社公民館
☆講　師　小林和子先生
☆持ち物　健康棒
＊健康棒のない方は、貸出をします。(先

着順 )

☆申込締切　8月 24日（金）

　猛暑になった 21日（土）、五輪まつりが予定

通り開催されました。開会の午後 4 時には人

影がなかった客席ですが、日が陰るに従って満

席になり、会場を訪れた地区民は、ステージや

屋台などやしろの夏を満喫しました。

健幸づくり教室

社地区の福祉協力員の方はどなた

でも参加できます。

☆期　日　8月27日（月）

☆時　間　9時30分～
☆場　所　社公民館

☆内　容　チヂミとかき氷作り

☆参加費　無料

※持ってくるもの　エプロン・三

角巾

社地区福祉協力員
茶話会

毎月1回発行　社地区全世帯に配布

やしろ
2018

8

主催事業

　陶芸教室を下記の日程で開催し
ます。この機会に「陶芸の里・やし
ろ」の陶芸家の先生から直接陶芸
を学んで見ませんか。
☆期　日　8月 23日（木）

☆時　間　9時30分～
☆場　所　社公民館
☆講　師　上神焼　中森　清氏
☆参加費　1,000円
（大きさによって追加料金がかかり
ます）
☆申込締切　8月 17日（金）
　　　　　　午前中まで

陶芸教室主催事業

427

サマースタディ

盆休みのため事務所閉室

8：30～12：00

みつぼし練習
19：00～

五輪まつり実行
委員会19：00～

ソフトボール大会
8：00～農高

福祉協力員
9：30～

シンセオケ
9：00～

足つぼマッサージ
10：00～

陶芸教室
9：30～

五輪まつり反省会
18：30～

中小研夏季研修
10:00～

久米中校区同研
19：30～

大谷子ども会
16：00～

老人クラブ9:30～

老人クラブ9:30～ シンセオケ9:00～

ぺっ運営委員会
19:00～

社句会14:00～ 社会部長会19:00～社保育園講演会
10:00～

選句会13:30～

館長会19：30～

館長会19：30～

総産総会18:00～

給食サービス
6班9：00～

給食サービス1班
9：00～

3B

3B

社
地
区
の
国
分
寺
、
定
光
寺
、

鈴
宅
寺
の
ご
協
力
の
下
に
五

輪
さ
ん
の
供
養
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
住
職
を
先
頭
に
参
列

者
や
子
ど
も
達
が
五
輪
塔
を

ま
わ
り
ま
し
た
。



ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

や
し
ろ
五
輪
ま
つ
り
へ
の
地
区
の
多
数
の
皆
様
の

ご
協
力
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
に
つ
い
て

最
優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

やしろ五輪まつりフォトコンテスト

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

〈

金

一

封

〉　

田
中　

和
人
様
（
国
府
）

　
　
　
　

（
故
）
父　
　

豊
昭　
　

八
十
九
歳

〈

金

一

封

〉　

小
谷　

妻
枝
様
（
国
分
寺
）

　
　
　
　

（
故
）
夫　
　
　

栄　
　

九
十
歳

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

社
公
民
館
施
設
充
実
費
と
し
て

つ
り
委
員
会
（
加
藤
一
巳
会

長
）
の
皆
様
を
は
じ
め
、
社
・

み
の
り
・
向
山
の
各
保
育
園
・

社
小
学
校
、
自
治
公
各
部
、
小

中
学
校
の
P
T
A
関
係
者
、

各
寺
院
、
竹
灯
籠
製
作
委
員

会
、
老

人

会
、
ス

ポ

少
、

G
O
G
O
や
し
ろ
塾
の
皆
様

な
ど
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

　

春
先
か
ら
準
備
を
進
め
て

参
り
ま
し
た
第
33
回
や
し
ろ

五
輪
ま
つ
り
は
、
予
定
通
り

７
月
21
日
（
土
）
午
後
４
時
か

ら
倉
吉
市
国
分
寺
の
歴
史
公

園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
猛

暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
数
の

地
区
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

準
備
の
段
階
か
ら
五
輪
ま

し
た
皆
様
に
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
設
営
・
当

日
運
営
・
撤
去
作
業
を
通
じ

て
、
来
場
者
を
含
め
熱
中
症

に
か
か
る
人
も
な
く
、
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関

係
者
の
ご
努
力
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

よ
う
で
す
が
、
万
一
の
事
態

に
配
慮
さ
れ
ま
し
た
。
練
習

を
重
ね
た
子
ど
も
達
は
残
念

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
紙
灯
籠
を
五
輪
塔

の
ま
わ
り
に
直
置
き
し
ま
し

た
が
、
そ
の
際
、
保
育
園
毎
、

小
学
校
は
ク
ラ
ス
毎
に
並
べ

て
ラ
ン
タ
ン
で
表
示
し
ま
し

た
。
そ
う
す
る
と
子
ど
も
の

作
品
を
探
し
て
多
く
の
ご
家

族
が
五
輪
塔
の
小
道
を
訪

れ
、
ス
マ
ホ
な
ど
で
撮
影
さ

　

午
後
４
時
の
実
行
委
員
長

あ
い
さ
つ
に
ス
テ
ー
ジ
に

立
っ
た
時
に
は
、
日
差
し
の

強
い
客
席
に
ま
だ
来
場
者
の

姿
が
な
く
、
ど
う
な
る
こ
と

か
と
心
配
し
ま
し
た
。
し
か

し
日
が
陰
る
に
従
っ
て
客
席

が
埋
ま
り
ホ
ッ
と
し
ま
し

た
。

　

小
学
校
と
社
保
育
園
の
ス

テ
ー
ジ
が
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な

り
ま
し
た
。
職
員
会
議
等
で

間
際
ま
で
検
討
い
た
だ
い
た

れ
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

暗
く
な
っ
て
、
紙
灯
籠
の
明

か
り
が
揺
れ
る
時
間
に
な
っ

て
も
、
続
き
ま
し
た
。
五
輪
さ

ん
は
き
っ
と
「
今
年
は
賑
や

か
だ
な
ぁ
」
と
喜
ん
で
お
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

先
人
の
残
し
た
五
輪
供
養

を
中
心
と
す
る
こ
の
五
輪
ま

つ
り
を
、
こ
れ
か
ら
も
大
切

に
引
き
継
い
で
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
実
行
委
員
長
・
鈴
木
康
人
）

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

「
世
代
を
繋
ぐ
」
高
橋
和
子
さ
ん
（
市
内
）

石
丸
智
美
さ
ん
（
寺
谷
）

「
快
晴
の
空
の
下
で

〜
パ
ノ
ラ
マ
〜
」

「
お
ま
つ
り
だ
い
す
き
♡
」
松
本
麻
也
さ
ん
（
横
田
）

応募作品の中より審査委員会で審査の結果、次の作品が選ばれました。

　

社
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
女

子
団
体
は
、
平
成
30
年
６
月

の
鳥
取
県
予
選
会
に
て
優
勝

し
、
代
表
権
を
獲
得
し
８
月

に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
る
全

国
ホ
ー
プ
ス
卓
球
大
会
に
出

場
し
ま
す
。
社
ス
ポ
少
と
し

て
、
23
年
連
続
で
の
全
国
大

会
出
場
は
素
晴
ら
し
い
記
録

と
な
り
ま
す
。

　

団
体
選
手
は
、
柴
山
夢
奈

（
横
田
）・
小
谷
恵
（
馬
場
町
）・

石
田
皇
翔
（
横
田
）
の
３
名
で

す
。
こ
の
３
名
は
、
３
年
連
続

の
全
国
大
会
の
出
場
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
の
部
に
於
い

て
は
、
７
月
に
神
戸
市
で
開

催
さ
れ
る
全
農
杯
・
全
日
本

卓
球
選
手
権
（
ホ
ー
プ
ス
・

カ
ブ
・
バ
ン
ビ
の
部
）
に
７

人
が
出
場
し
ま
す
。

　

出
場
選
手
は
、
柴
山
夢
奈

（
横
田
）・
小
谷
恵
（
馬
場
町
）・

石
田
皇
翔
（
横
田
）
・
渡
邉
翔

三
郎
（
国
府
）
・
岡
本
は
る
か

（
国
府
）・
岡
本
悠
希
（
国
府
）・

渡
邉
航
史
郎
（
国
府
）
の
７
名

で
す
。

　

個
人
・
団
体
の
２
大
会
の

全
国
大
会
に
出
場
す
る
選
手

の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　

指
導
者
・
保
護
者
の
皆
様

に
は
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（
保
護
者
会
長　

小
谷
健
二
）

社
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
卓
球
部

こ
と
し
も
夢
を
つ
な
ぐ
快
挙
!

『
全
国
ホ
ー
プ
ス
卓
球
大
会
』
23

年
連
続
出
場
！

　

毎
週
火
曜
日
午
後
８
時
〜

社
小
学
校
体
育
館
に
て
社
地

区
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し

て
お
り
、
６
月
か
ら
は
フ
ァ

ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

行

っ

て

い

ま

す
。
フ

ァ

ミ

リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
シ
ャ

ト
ル
が
ス
ポ
ン
ジ
で
大
き
く

て
、
打
ち
込
み
反
則
な
の
で

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

社
地
区
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は

参
加
者
も
徐
々
に
増
え
て
お

り
、
10
名
以
上
の
参
加
が
あ

り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

小
さ
な
子
ど
も
さ
ん
も
最

初
は
ネ
ッ
ト
を
超
え
な
く
て

四
苦
八
苦
し
て
お
り
し
た

が
、
30
分
も
練
習
す
れ
ば
、

ネ
ッ
ト
を
超
え
て
サ
ー
ブ
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
最
後

は
う
れ
し
そ
う
に
プ
レ
ー
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

社
地
区
住
民
の
方
が
対
象

な
の
で
、
運
動
不
足
解
消
に

皆
さ
ん
気
楽
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。（
ス
ポ
ー
ツ
推
進

員
・
宇
田
川
誠
）

左から小谷恵さん（馬場町）・柴山夢奈さん（横田）・石田皇翔さん（横田）



す
。
タ
ル
タ
ル
ー
ガ
は
昨
年

の
全
日
本
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手

権
鳥
取
県
大
会
で
優
勝
し
中

国
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
に
鳥

取
県
の
チ
ー
ム
と
し
て
は
７

年
振
り
に
加
入
。
見
事
プ
ロ

の
夢
の
実
現
へ
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

父
親
が
レ
ス
リ
ン
グ
で
活

躍
し
た
高
校
の
体
育
教
師
と

い
う
家
庭
に
育
ち
、
ス
ポ
ー

ツ
マ
ン
と
し
て
の
強
い
身
体

を
持
っ
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

父
親
か
ら
レ
ス
リ
ン
グ
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
や
が
て

社
チ
ャ
ブ
で
ボ
ー
ル
を
蹴
り

な
が
ら
「
ベ
ッ
カ
ム
」
や
「
ジ

ダ
ン
」
と
い
っ
た
選
手
に
憧

れ
る
サ
ッ
カ
ー
少
年
の
道
を

選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

中
学
で
は
Ｆ
Ｃ
カ
ミ
ノ
で

週
５
日
、
東
中
の
サ
ッ
カ
ー

部
で
残
り
の
２
日
と
、
サ
ッ

カ
ー
漬
け
の
毎
日
。
実
力
も

伴
っ
て
小
学
校
６
年
か
ら
県

代
表
と
飛
躍
し
ま
し
た
。　

中
学
で
は
Ｆ
Ｃ
カ
ミ
ノ
で
週

５
日
、
東
中
の
サ
ッ
カ
ー
部

で
残
り
の
２
日
と
、
サ
ッ

カ
ー
漬
け
の
毎
日
。
実
力
も

伴
っ
て
小
学
校
６
年
か
ら
県

す
。
タ
ル
タ
ル
ー
ガ
は
昨
年

の
全
日
本
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手

権
鳥
取
県
大
会
で
優
勝
し
中

国
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
に
鳥

取
県
の
チ
ー
ム
と
し
て
は
７

年
振
り
に
加
入
。
見
事
プ
ロ

の
夢
の
実
現
へ
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

父
親
が
レ
ス
リ
ン
グ
で
活

躍
し
た
高
校
の
体
育
教
師
と

い
う
家
庭
に
育
ち
、
ス
ポ
ー

ツ
マ
ン
と
し
て
の
強
い
身
体

を
持
っ
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

父
親
か
ら
レ
ス
リ
ン
グ
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
や
が
て

社
チ
ャ
ブ
で
ボ
ー
ル
を
蹴
り

な
が
ら
「
ベ
ッ
カ
ム
」
や
「
ジ

ダ
ン
」
と
い
っ
た
選
手
に
憧

れ
る
サ
ッ
カ
ー
少
年
の
道
を

選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

中
学
で
は
Ｆ
Ｃ
カ
ミ
ノ
で

週
５
日
、
東
中
の
サ
ッ
カ
ー

部
で
残
り
の
２
日
と
、
サ
ッ

カ
ー
漬
け
の
毎
日
。
実
力
も

伴
っ
て
小
学
校
６
年
か
ら
県

代
表
と
飛
躍
し
ま
し
た
。　

中
学
で
は
Ｆ
Ｃ
カ
ミ
ノ
で
週

５
日
、
東
中
の
サ
ッ
カ
ー
部

で
残
り
の
２
日
と
、
サ
ッ

カ
ー
漬
け
の
毎
日
。
実
力
も

伴
っ
て
小
学
校
６
年
か
ら
県

司
会
の
本
庄
さ
ん
（
大
谷
茶
屋
）
、
石
丸
さ
ん
（
寺
谷
）
の
二
人
は
息
も
合
っ
て
会
場
を
も
り
立
て
て
く
れ
ま
し
た
。

日
が
傾
い
て
、
奉
納
演
芸
第
２
部

が
始
ま
る
頃
に
な
る
と
客
席
に

人
が
あ
ふ
れ
、
い
つ
も
の
祭
り
の

風
景
が
広
が
り
ま
し
た
。

ぺ
っ
!
や
し
ろ
の
寸
劇
。
予

想
を
裏
切
り
（
?
）
意
外
に
も

ウ
ケ
ま
し
た
!

や
し
ろ
の
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
紙
灯
籠
は
保
育
園
、
ク
ラ

ス
ご
と
（
社
小
）
に
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
作
品
を
探
し
て

ス
マ
ホ
で
撮
影
す
る
家
族
が

多
く
見
ら
れ
、
暗
く
な
っ
て

も
途
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

や
し
ろ
の
子
ど
も
達
の
健
康

な
成
長
を
五
輪
さ
ん
と
と
も

に
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
広
場
は
今
年
も
大
人
気
!
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。

み
つ
ぼ
し
踊
り
は
や
し
ろ
お

も
し
ろ
い
会
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ス

テ

ー

ジ

の

最

後

は
、
フ

ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
風
の
演
出
で

有
志
に
よ
る
「
３
６
５
日
の

紙
飛
行
機
」
が
歌
わ
れ
ま
し

た
。
紙
飛
行
機
１
５
０
個
が

配
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
込
め
て
一
斉
に
夜
空
へ
放

た
れ
ま
し
た
。

西
村 

富
顕
さ
ん
（
秋
喜
西
町
）
の
日
本
舞
踊
は
格

の
違
い
を
感
じ
ま
す
。
男
の
色
気
を
来
場
者
は
堪

能
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

古
今
床
今
一
さ
ん
に
よ
る
落

語
。
オ
チ
が
わ
か
り
ま
し
た

か
?
（
本
人
か
ら
の
質
問
）

ダ
ラ
ー
ズ
の
元
気
い
っ
ぱ
い

の

演

奏

で

し

た
。
矢

が

刺

さ
っ
て
る
の
が
リ
ー
ダ
ー
の

広
橋
さ
ん
（
不
入
岡
）
で
す
。

谷
本
耕
治
さ
ん
の

久
々
の
ス
テ
ー
ジ
。

素
晴
ら
し
い
歌
の

数
々
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

派

手

な

衣

裳

暑

か
っ
た
で
し
ょ
う
。

昨
年
、
雨
の
中
ス
テ
ー
ジ
に

上
が
っ
た
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

ガ
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ル
の
４
人
。
若
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エ
ネ

ル
ギ
ー
を
ダ
ン
ス
に
ぶ
つ
け

ま
し
た
。

地
区
対
抗
の
吹
き
矢
。
な
か

な
か
当
た
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な
か
っ
た
。

受
付
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
。
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世
話
に
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し
た
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楽
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抽
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も

小
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２
人
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引
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い

た
だ
き
ま
し
た

ヨーヨー釣

射的

こ
ー
ち
ゃ
ん
♡
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ま
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こ
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あ
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え
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な
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あ
じ
さ
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し
な

☆
夜
に
入
る
と
、
ど
こ
と
な
く
秋
め
い
た
感
じ
を
覚
え
ま
す
。
晩

夏
の
季
題
に
「
夜
の
秋
」
が
あ
り
ま
す
。
陽
暦
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月
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に
は
立
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を
迎
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ま
す
が
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の
厳
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が
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の
中
に
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を
感
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は
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草
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・
虫
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み
の
り
の
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迎
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す
。
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は
、
８
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20
日
（
月
）
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後
２
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よ
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で
開
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ま
す
。

☆
次
の
課
題
は
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祖
」
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。
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１
．
山
郷
神
社
、
里
見
忠
義
公

終
焉
の
地（
関
金
町
堀
）

　

急
な
石
段
を
登
っ
た
先
に

こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
神
社
が

あ
り
ま
し
た
。
明
治
か
ら
大

正
期
に
か
け
て
堀
・
野
添
・

小
泉
・
米
富
・
福
原
・
中
原

の
各
郷
社
が
ま
と
め
ら
れ
た

様
で
す
。

　

神
社
か
ら
そ
う
遠
く
な
い

水
田
の
向
こ
う
に
椎
の
巨
木

が
あ
り
、
そ
の
下
に
里
見
忠

義
公
終
焉
の
地
の
説
明
板
が

ひ
っ
そ
り
と
た
っ
て
い
ま
し

た
。
主
従
を
祀
っ
た
小
さ
な

祠
に
あ
わ
れ
を
覚
え
ま
し

た
。
ま
た
近
隣
の
林
に
は
椎

の
木
が
多
く
見
ら
れ
大
切
に

さ
れ
て
い
る
の
が
伺
わ
れ
ま

し
た
。

２
．
地
蔵
院
・
同
奥
の
院
（
大

滝
山
不
動
滝
）

　

関
の
地
蔵
さ
ん
と
し
て
有

名
で
す
。
住
職
の
名
調
子
の

説
明
に
聞
き
い
り
ま
し
た
。

そ
の
後
奥
の
院
の
不
動
滝
ま

で
歩
き
ま
し
た
。
日
頃
の
摂

生
が
足
り
な
い
人
、
足
腰
の

弱
い
人
に
は
容
易
で
は
な

か
っ
た
？
で
も
稲
の
出
来
や

ら
畑
の
夏
野
菜
や
ら
紫
陽
花

に
眼
を
や
り
な
が
ら
だ
っ
た

の
で
頑
張
れ
ま
し
た
。

　

６
月
27
日
（
水
）
に
三
上
館

長
、
高
橋
主
事
の
案
内
で
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
あ
る
い

は
山
道
・
坂
道
・
田
圃
道
を

歩
い
た
り
し
て
関
金
町
内
を

巡
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
老

壮
男
女
計
20
名
で
し
た
。

　

雨
が
降
る
か
も
と
心
配
し

ま
し
た
が
、
参
加
者
の
心
掛

け
が
通
じ
て
か
好
天
で
し

た
。

　

「
山
の
上
の
オ
ク
ラ
君
」

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
こ
ち
ら

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
！

　

日
本
の
少
子
高
齢
化
は
、

世
界
で
も
驚
く
べ
き
ス
ピ
ー

ド
で
進
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
は
近
い
将
来
税
金
を
納

め
る
人
数
よ
り
養
わ
れ
る
人

数
が
増
え
る
こ
と
、高
齢
者
だ

け
の
世
帯
が
増
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

私
は
、
数
年
前
に
子
供
達

全
員
が
進
学
・
就
職
で
県
外

へ
出
て
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
地
域

の
関
わ
り
が
無
く
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、今
年
は
社
地
区
で

初
め
て
の
ス
キ
ー
教
室
が
あ

り
、久
し
ぶ
り
に
地
域
の
行
事

に
参
加
し
ま
し
た
。当
日
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
さ
れ

た
大
勢
の
子
ど
も
達
や
保
護

者
の
皆
さ
ん
が
楽
し
ん
で
喜

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。企
画
・

運
営
さ
れ
る
関
係
者
の
方
々

は
大
変
で
す
が
、こ
の
よ
う
な

地
域
の
行
事
に
多
く
の
方
々

に
参
加
し
て
頂
き
、地
域
に
関

わ
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
は
、  

大
下
健
太
さ
ん

（
福
光
）で
す
。

「
地
域
と
の
関
わ
り
」

NO.326

ペンリレー

桝
田
　
克
仁
（
西
福
守
町
）

　

今
話
題
の
「
ハ
ー
バ
リ
ウ

ム
」
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
は
、

「
植
物
標
本
」
と
い
う
意
味
で

す
。
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
プ

リ
ザ
ー
ド
フ
ラ
ワ
ー
、
果
実

な
ど
を
瓶
に
詰
め
込
み
専
用

オ
イ
ル
に
浸
す
こ
と
で
、
生

花
の
よ
う
な
美
し
い
状
態
を

１
年
以
上
楽
し
む
事
が
出
来

る
今
話
題
の
雑
貨
で
す
。

▽
日　

時　

９
月
13
日（
木
）

　

13
時
30
分
〜
15
時（
予
定
）

▽
場　

所　

社
公
民
館

▽
材
料
費　

１
、
５
０
０
円

　

（
１
本
）　
　
　

▽
申
込
み
締
切　

８
月
20
日

（
月
）
午
前
中
ま
で
に
社
公
民

館 

☎
28
|
２
１
５
５
へ
申

込
み
下
さ
い
。

３
．
宝
製
菓
で
休
憩
＆
買
物

　

好
天
と
上
り
坂
で
過
熱
気

味
の
身
体
を
休
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
て
一
同
満
足

４
．
薬
膳
料
理
店
「
め
ぐ
り
」

で
昼
食

　

ゆ
っ
く
り
と
料
理
を
味
わ

い
、
ま
た
談
笑
し
て
過
ご
し

ま
し
た
。

　
　

高
橋　

英
仁（
不
入
岡
）

『
オ
リ
ジ
ナ
ル
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を
作
ろ
う
！
』
参
加
者
募
集

高
城
・
北
谷
･
社
地
区
合
同
交
流
会

文
化
と
歴
史
を
学
ぼ
う
！
関
金
町
探
訪
報
告

責任者　小谷　章

地蔵院の九鬼住職から説明を受ける参加者

社地区ソフトボール大会
☆日時　8月26日（日）　午前8時～開会式

☆会場　県立倉吉農業高等学校グラウンド

▽
日
時　

8
月
31
日（
金
）午
後
６
時
〜

▽
場
所　

社
公
民
館
第
1
会
議
室

倉
吉
総
合
産
業
高
校

総
合
同
窓
会
久
米
支
部
総
会
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の
地（
関
金
町
堀
）

　

急
な
石
段
を
登
っ
た
先
に

こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
神
社
が

あ
り
ま
し
た
。
明
治
か
ら
大

正
期
に
か
け
て
堀
・
野
添
・

小
泉
・
米
富
・
福
原
・
中
原

の
各
郷
社
が
ま
と
め
ら
れ
た

様
で
す
。

　

神
社
か
ら
そ
う
遠
く
な
い

水
田
の
向
こ
う
に
椎
の
巨
木

が
あ
り
、
そ
の
下
に
里
見
忠

義
公
終
焉
の
地
の
説
明
板
が

ひ
っ
そ
り
と
た
っ
て
い
ま
し

た
。
主
従
を
祀
っ
た
小
さ
な

祠
に
あ
わ
れ
を
覚
え
ま
し

た
。
ま
た
近
隣
の
林
に
は
椎

の
木
が
多
く
見
ら
れ
大
切
に

さ
れ
て
い
る
の
が
伺
わ
れ
ま

し
た
。

２
．
地
蔵
院
・
同
奥
の
院
（
大

滝
山
不
動
滝
）

　

関
の
地
蔵
さ
ん
と
し
て
有

名
で
す
。
住
職
の
名
調
子
の

説
明
に
聞
き
い
り
ま
し
た
。

そ
の
後
奥
の
院
の
不
動
滝
ま

で
歩
き
ま
し
た
。
日
頃
の
摂

生
が
足
り
な
い
人
、
足
腰
の

弱
い
人
に
は
容
易
で
は
な

か
っ
た
？
で
も
稲
の
出
来
や

ら
畑
の
夏
野
菜
や
ら
紫
陽
花

に
眼
を
や
り
な
が
ら
だ
っ
た

の
で
頑
張
れ
ま
し
た
。

　

６
月
27
日
（
水
）
に
三
上
館

長
、
高
橋
主
事
の
案
内
で
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
あ
る
い

は
山
道
・
坂
道
・
田
圃
道
を

歩
い
た
り
し
て
関
金
町
内
を

巡
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
老

壮
男
女
計
20
名
で
し
た
。

　

雨
が
降
る
か
も
と
心
配
し

ま
し
た
が
、
参
加
者
の
心
掛

け
が
通
じ
て
か
好
天
で
し

た
。

　

「
山
の
上
の
オ
ク
ラ
君
」

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
こ
ち
ら

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
！

　

日
本
の
少
子
高
齢
化
は
、

世
界
で
も
驚
く
べ
き
ス
ピ
ー

ド
で
進
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
は
近
い
将
来
税
金
を
納

め
る
人
数
よ
り
養
わ
れ
る
人

数
が
増
え
る
こ
と
、高
齢
者
だ

け
の
世
帯
が
増
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

私
は
、
数
年
前
に
子
供
達

全
員
が
進
学
・
就
職
で
県
外

へ
出
て
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
地
域

の
関
わ
り
が
無
く
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、今
年
は
社
地
区
で

初
め
て
の
ス
キ
ー
教
室
が
あ

り
、久
し
ぶ
り
に
地
域
の
行
事

に
参
加
し
ま
し
た
。当
日
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
さ
れ

た
大
勢
の
子
ど
も
達
や
保
護

者
の
皆
さ
ん
が
楽
し
ん
で
喜

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。企
画
・

運
営
さ
れ
る
関
係
者
の
方
々

は
大
変
で
す
が
、こ
の
よ
う
な

地
域
の
行
事
に
多
く
の
方
々

に
参
加
し
て
頂
き
、地
域
に
関

わ
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
は
、  

大
下
健
太
さ
ん

（
福
光
）で
す
。

「
地
域
と
の
関
わ
り
」

NO.326

ペンリレー

桝
田
　
克
仁
（
西
福
守
町
）

　

今
話
題
の
「
ハ
ー
バ
リ
ウ

ム
」
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
は
、

「
植
物
標
本
」
と
い
う
意
味
で

す
。
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
プ

リ
ザ
ー
ド
フ
ラ
ワ
ー
、
果
実

な
ど
を
瓶
に
詰
め
込
み
専
用

オ
イ
ル
に
浸
す
こ
と
で
、
生

花
の
よ
う
な
美
し
い
状
態
を

１
年
以
上
楽
し
む
事
が
出
来

る
今
話
題
の
雑
貨
で
す
。

▽
日　

時　

９
月
13
日（
木
）

　

13
時
30
分
〜
15
時（
予
定
）

▽
場　

所　

社
公
民
館

▽
材
料
費　

１
、
５
０
０
円

　

（
１
本
）　
　
　

▽
申
込
み
締
切　

８
月
20
日

（
月
）
午
前
中
ま
で
に
社
公
民

館 

☎
28
|
２
１
５
５
へ
申

込
み
下
さ
い
。

３
．
宝
製
菓
で
休
憩
＆
買
物

　

好
天
と
上
り
坂
で
過
熱
気

味
の
身
体
を
休
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
て
一
同
満
足

４
．
薬
膳
料
理
店
「
め
ぐ
り
」

で
昼
食

　

ゆ
っ
く
り
と
料
理
を
味
わ

い
、
ま
た
談
笑
し
て
過
ご
し

ま
し
た
。

　
　

高
橋　

英
仁（
不
入
岡
）

『
オ
リ
ジ
ナ
ル
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を
作
ろ
う
！
』
参
加
者
募
集

高
城
・
北
谷
･
社
地
区
合
同
交
流
会

文
化
と
歴
史
を
学
ぼ
う
！
関
金
町
探
訪
報
告

責任者　小谷　章

地蔵院の九鬼住職から説明を受ける参加者

社地区ソフトボール大会
☆日時　8月26日（日）　午前8時～開会式

☆会場　県立倉吉農業高等学校グラウンド

▽
日
時　

8
月
31
日（
金
）午
後
６
時
〜

▽
場
所　

社
公
民
館
第
1
会
議
室

倉
吉
総
合
産
業
高
校

総
合
同
窓
会
久
米
支
部
総
会


